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第４章 

施策の展開 

子どもが読書を通して豊かな感性や思考を育み、自ら学び続ける力を培うためには、家庭、学

校、地域、専門・関係機関が一体となって取り組むことが大切です。 

 本市では、これまで積み重ねてきた取組を継承しつつ、社会環境の変化や子どもを取り巻く新

しい課題にも対応しながら、より実効性のある施策を進めていきます。第５次計画では、アンケ

ート調査等から見えてきた課題（「本を読むことへの好感度は高いものの、この好感度が必ずし

も実際の読書習慣や読書量に結びついていないこと」「本の情報の入手方法で「インターネッ

ト」の割合が大きく増加しているものの、本を読みたいときには電子書籍よりも本を選ぶ人が大

半であること」「様々な背景を持つすべての子どもたちのためにその子のペースや特性に合わせ

て、本と出会う機会を作る必要があること」）を踏まえ、次の３つを取組を進めるための新たな

視点と捉えて、子どもが本を通して成長し、地域全体で子どもの読書活動を育むための施策を展

開していきます。 

・ 読書への関心を高める工夫 — 子どもが「本を読んでみたい」と感じるきっかけを広げ、日常

生活の中で自然に読書に親しめる環境を整えます。 

・ デジタル社会の急速な変化への対応 — 電子書籍等、新しい読書のかたちを取り入れ、紙とデ

ジタルの両面から読書の楽しさを支えます。 

・ すべての子どもたちの読書機会の確保 — 一人ひとりの状況に応じた支援を進め、すべての子

どもが等しく読書の喜びを感じられる社会を目指します。 
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１ 家庭における読書活動への支援 

家庭は、子どもにとって最も身近で、心と生活の基盤となる場です。子どもは、家族と

の触れ合いの中で言葉や感情を育み、様々な経験を通して成長していきます。乳幼児期か

らの家庭での読書体験は、言葉の発達や想像力を育て、心を豊かにする大切な機会となり

ます。家庭では、子どもの発達段階に応じて本に触れる時間を持ち、本を通して感じる喜

びや感動を家族で分かち合うことが望まれます。そのため、親子で本を楽しむ時間を促進

するとともに、保護者が読書の意義を理解し、日常生活の中で子どもと一緒に本を手に取

るきっかけをつくる取組を進めます。 

子どもの読書活動を家庭から支えられるようにするため、啓発活動や情報発信を行い、

保護者が必要な知識や方法を学べる機会を提供します。 

 

取組 事業内容 担当課 

ブックスタート関連事業 

○１歳６か月児健診対象者とその保護者が、絵本

を通じて楽しいひとときを過ごし、乳幼児期か

らの読書推進の重要性を知ることができるよ

う、ブックスタート事業を継続して実施する。 

【主な内容】 

・ブックスタート事業の実施 

・子育て応援メッセにおいてブックスタート事

業の展示ブースを出展 

総合市民図書館 

○ブックスタート事業に参加できなかった対象

者に絵本を届け、楽しさを体験することができ

る機会を確保する。 

【主な内容】 

・集団健診外の経過検診等でのブックスタート・

パックの配布 

親子すこやか課 

○乳幼児とその保護者に向けて、読書機会を提供

する。 

【主な内容】 

・地域版子育て応援メッセにおけるブックスタ

ート事業との連携 

生涯学習総務課 
（各市民センター） 
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取組 事業内容 担当課 

おはなし会等の開催 

○地域の図書館・図書室において、おはなし会を

実施し、本に親しむ環境づくりを行う。 

【主な内容】 

・地域の図書館・図書室において、年齢に応じた

おはなし会の実施 

・来館する近隣施設の子どもたちを対象にした

おはなし会の実施 

総合市民図書館 

○学校において、おはなし会を実施し、本に親し

む環境づくりを行う。 

【主な内容】 

・おはなし会の実施 

教育指導課 

○子育て支援センター等で絵本と親しむ機会を

多く持ち、充実できるよう読み聞かせの機会を

積極的に設ける。 

【主な内容】 

・子育て支援センター等における、絵本の読み聞

かせの実施 

親子すこやか課 

○青少年会館、児童館、地域子どもの家等の青少

年施設において、おはなし会等読み聞かせの実

施を継続し、本に親しむことのできる環境を整

える。 

【主な内容】 

・青少年会館、児童館、地域子どもの家等の青少

年施設における読み聞かせの実施 

青少年課 

○各施設において、図書コーナーの設置やおはな

し会等読み聞かせの実施を継続し、本に親しむ

ことのできる環境を整える。 

【主な内容】 

・地域の図書館・図書室におけるおはなし会への

参加 

・ボランティアによるおはなし会の実施 

保育課 

○各市民センターにおいて、本に親しむ機会の充

実を図ることを目的に、子どもを対象としたお

はなし会を実施する。 

【主な内容】 

・各市民センターにおけるおはなし会の実施 

生涯学習総務課 
（各市民センター） 
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取組 事業内容 担当課 

子どもの読書活動に関す

る情報発信事業の充実 

○『広報ふじさわ』『図書館だより』、図書館ホ

ームページ等、様々な媒体を活用し、子育て家

庭に向けて子どもの読書活動に関する情報を

充実させ、発信をする。 

○子育て支援センターや巡回子育てひろば等の

事業と連携し、子どもが読書に親しむ機会を設

け、情報発信を行う。 

○テーマによる図書の展示等、子どもの年齢や興

味に応じて様々な図書を紹介する。 

【主な内容】 

・様々な媒体を利用した読書活動に関する情報

の発信 

・様々な事業と連携した情報の発信 

・展示ブースを利用した図書の展示、図書の紹介 

総合市民図書館 

○外出が困難で、読書活動に支援が必要な子ども

とその保護者に対し、適切な情報提供や相談に

対応する。 

【主な内容】 

・疾患等があり集団健診が難しい子どもを対象

に経過検診療養生活相談を実施し、ブックリス

ト等を配布 

親子すこやか課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの読書活動に関す

る啓発活動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ブックリストの内容を充実し、配布等、各施設、

学校等における読書活動啓発の取組を支援す

る。 

○子どもと読書に関するリーフレット等の作成

により、子どもの読書活動推進に関する保護者

や子どもの周りの大人の理解の深化を図る。 

○地域の子どもに関わる施設・団体へ連携事業ガ

イドを配布する等、事業説明を行い、利用して

もらうとともに、発達段階に応じたブックリス

トの配布、その他情報提供等により、子どもの

読書活動の重要性への理解を深めていく。 

【主な内容】 

・発達段階に応じたブックリストの作成と配布 

・子どもの読書活動に関するリーフレットの作

成 

・地域の子どもに関わる施設・団体への連携事業

ガイドの配布や説明の実施 

総合市民図書館 

○母子健康手帳交付時や出生届出時、妊娠中の講

座（マタニティクラス）、母子訪問指導等の機

会を捉え、子どもと読書の啓発パンフレットを

配布する等、保護者が子どもの読書に関心をも

つ機会の拡充を図る。 

○子育て支援センターにおいて、絵本の読み聞か

せを行うとともに、ブックリストや啓発リーフ

レットの配布を通じて子どもの読書活動に関

 

 

 

 

親子すこやか課 
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取組 事業内容 担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの読書活動に関す

る啓発活動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

する情報提供を行い、保護者と子どもが絵本に

触れ合う機会を提供する。 

【主な内容】 

・藤沢市こんにちは赤ちゃん事業21の訪問時、３

歳６か月児健診対象者及び母子健康手帳交付

時にリーフレット等を配布 

・母子健康手帳交付、出生届、マタニティクラス、

母子訪問指導等の機会に啓発パンフレットを

配布 

・子育て支援センターでブックリストや啓発リ

ーフレット等を活用し、子どもの読書活動に関

する情報提供を実施 

・絵本 de ハッピー等、イベントにおいて絵本の

読み聞かせを実施 

 

 

 

 

 

 

 

親子すこやか課 

 

 

 

 

 

 

 

 

○保護者に対して、乳幼児期に本と関わることの

大切さを園だより等を通じて伝える。 

【主な内容】 

・保育参観及び、園だより等を通じて、子どもの

読書活動の啓発の実施 

保育課 

○学校だよりや学校ホームページ、図書だより等

の従来のツールに加え、保護者連絡ツール（す

ぐーる）を活用して、保護者に読書活動の取組

をお知らせする。 

○学年に応じたブックリストや、児童生徒の実態

に合わせて、学校図書館専門員がおすすめの本

や新刊本等、本に関する情報を伝え、読書に親

しむ機会を増やす。 

【主な内容】 

・学校だよりや学校ホームページ、図書だよりを

活用し、学校の図書館（図書室）の様子や読書

活動の取組を紹介 

・学年別のブックリストを配布 

教育指導課 

○青少年会館、児童館、地域子どもの家等の青少

年施設の図書コーナーの選書においてブック

リストを活用するとともに、ブックリストの配

布を行い、乳幼児とその保護者が本に触れる環

境の充実を図る。 

【主な内容】 

・青少年会館、児童館、地域子どもの家等の図書

コーナーでブックリストを活用した選書や配

布 

青少年課 

  

 
※21 こんにちは赤ちゃん事業：生後４か月までの母子を全戸訪問して子どもの発育・発達等の支援を行う事業です。 



 

44 

取組 事業内容 担当課 

 

 

子ども読書への関心を高

める取組の推進 

 

 

○子どもたちの興味や関心に応じた図書資料の

充実を図るため、団体貸出等の連携事業を実施

するとともに、学校からのフィードバックを基

に資料の充実を図る。 

【主な内容】 

・子どもの興味や関心に応じた図書資料の充実

を図るため、学校の図書館（図書室）への団体

貸出等の連携事業を行い、学校からの情報も活

用した蔵書の充実 

総合市民図書館 
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２ 学校における読書活動の推進 

学校は、子どもたちの読書習慣を形成し、言語能力や創造力、情報活用能力を育む上で

重要な役割を担っています。 

学校の図書館（図書室）は、読書を楽しむ読書センターや情報収集・活用の場としての

学習・情報センターとして機能する重要な拠点であり、児童生徒が主体的に本に触れ、読

書を楽しめる環境づくりを進めます。 

また、児童生徒の成長と学びを支えるため、司書教諭や学校図書館専門員、図書ボラン

ティアが連携し、学校の図書館（図書室）を活用しやすい環境を整え、読書活動を日常的

に行えるよう取り組みます。 

 

取組 事業内容 担当課 

学校教育における読書活

動の推進 

○子どもたちがインターネットや携帯電話、ＳＮ

Ｓ等を通じて得られる情報について考え、学べ

るよう、デジタルリテラシーに関連した図書資

料や教材を積極的に収集する。 

○学校からの図書資料等に関する相談に対応し、

資料の団体貸出を行う。 

【主な内容】 

・子どもがインターネットや携帯電話等を通じ

た情報について考え、学べるよう、関連する図

書資料を収集 

・学校からの図書資料に関する相談に応じ、必要

に応じて資料の団体貸出の実施 

総合市民図書館 

○児童生徒に図書を含め、インターネットや携帯

電話、スマートフォン等の情報メディアの適切

な使い方や情報入手、利用の仕方等、情報活用

能力の向上を図る。 

○地域の図書館・図書室と学校の図書館（図書室）

担当者と連携した会議等を開催することによ

って、情報を共有する。 

【主な内容】 

・学習指導要領に基づき、小学校、中学校におい

て、それぞれ情報手段を適切かつ主体的、積極

的に活用できるようにするための学習指導の

実施 

・学校図書館専門員連絡会や、研修会、藤沢市学

校図書館協議会※22（ＳＬＡ）等において担当者

による会議等を開催し学校の図書館（図書室）

運営における現状や課題等の共有 

教育指導課 

 
※22 藤沢市学校図書館協議会：学校図書館協議会（ＳＬＡ）は、学校図書館の充実発展と青少年読書の振興を図るため、

学校図書館活用や読書推進に関する調査研究、読書の振興と普及を図る各種コンクール等の活動を行う組織です。

全国学校図書館協議会のほか、都道府県や市町村ごとの組織があり、藤沢市学校図書館協議会はその一つです。 
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取組 事業内容 担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の図書館（図書室）の

環境整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学校の図書館（図書室）に関する資料を収集し、

情報提供や個別の相談に対応する。 

○図書資料の団体貸出、リサイクル資料の提供

や、資料紹介等を行うことにより、学校の図書

館（図書室）資料の整備・充実の支援を行う。 

【主な内容】 

・学校の図書館（図書室）に関する資料の収集を

行い、情報提供や相談への対応 

・図書資料の団体貸出やリサイクル資料の提供 

総合市民図書館 

○司書教諭が学校の図書館（図書室）の職務を円

滑に行うことができるように、各学校の実情に

応じ体制を整える。 

○学校図書館専門員合同研修会を行い、司書教諭

と学校図書館専門員の役割や、読書指導等に関

する研修や情報交換等を行う。 

○司書教諭・学校図書館専門員・図書ボランティ

アが協働して学校の図書館（図書室）を運営で

きるようにする。 

○地域の図書館・図書室と連携し、図書資料を充

実させ、読書センター、学習・情報センターと

しての機能を果たせるように、子どもたちの読

書活動を推進する。 

○藤沢市立学校図書館運営指針に基づき、各学校

において指導計画、学校の図書館（図書室）に

係る年間計画等を定め、学校全体で計画的な取

組を行い、読書指導、各教科・特別活動・総合

的な学習の時間等においてさらなる学校の図

書館（図書室）の利用を推進する。 

○藤沢市立学校図書館運営ガイドブックに基づ

き、司書教諭を中心とした校内の学校図書館運

営体制を整えるとともに、教育文化センターや

藤沢市学校図書館協議会（ＳＬＡ）、藤沢市小

学校教育研究会※23等による、読書指導に関する

研修を実施する。 

【主な内容】 

・学校図書館担当者・学校図書館専門員合同研修

会、藤沢市小学校教育研究会図書館部会を開催

し、司書教諭の専門性向上や実践的な情報共有

の実施 

・司書教諭、学校図書館専門員、図書ボランティ

アが連携・協力して、学校の図書館（図書室）

の運営に取り組める体制の構築 

・図書資料の充実を図り、読書センター、学習・

情報センターとしての学校の図書館（図書室）

の機能の向上 

・指導計画や年間計画を各学校で策定し、教科・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育指導課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※23 藤沢市小学校教育研究会：本市の教育の充実を図るため、市立小学校における教科等の課題の研究を行う組織です。 




